
【岩沼南小】資料① Ｈ２８・２９取組の詳細（○さんの合理的配慮とその評価） 

● ○さんの合理的配慮とその評価(△年生時)  

幼・小・中・高 （   ）年（    ）学級 

                      氏 名  （        ） 

合理的配慮 評価１（７月） 評価２（１２月） 評価３（２月） 

人 的 

支 援 

・副担任，支援員は本人が不

安定な時や本人に依頼があ

った時だけ補助する。 

・年 3回の東北福祉大学の教

授や県特別支援教育室の指

導主事から授業等に関する

助言を受ける。 

・校内を移動する時「一緒に

来て」の依頼は始めの１～２

回のみ応え，１人で行くよう

に仕向けてきたことで１人

で行く機会が増えてきてい

る。〇 

・本児の実態に合った学習課

題の設定の仕方を学んだ。▲ 

・不安定になる機会が少なく

なり，必要に応じて支援をし

てきた。〇 

・本児の実態に即した学習や

ねらい，合理的配慮を形成し

ていくことが必要である。▲ 

・下校時の友達とのトラブ

ルを不安に思っているた

め，下校時に担任等が本児

が安心できるところまで一

緒に付き添って不安解消を

図っている。〇 

物理的

支 援 

・本児の不安を和らげるため

に下駄箱とロッカーをあお

ば学級と交流学級に設定す

る。 

・小集団で集中して学習でき

る場やクールダウンの場と

して隣の教室をフリースペ

ースとして活用する。 

・学校に行き渋った時や本児

の気持ちに合わせて下駄箱

などを使用できた。〇 

・１学期は，５年生２名で算

数の学習をフリースペース

で行った。集中して学習を進

めることができた。〇 

・通常は交流学級の下駄箱，

ロッカーを使用し，特別支援

学級の行事や本児の気持ち

に合わせて使用できた。〇 

・小集団の学習の場として活

用しつつ，学級全体で学習し

ても混乱せずに学習できる

ようになった。〇 

・協力学級の下駄箱を使用

し，帰りはあおば学級から

すぐに帰りたいとの希望で

ランドセルをあおば学級に

置くようになった。〇 

・大きな混乱などなく，落

ち着いて学習できるように

なった。〇 

教 示 

方 法 

・一日の予定や学習時間の流

れをホワイトボード等に提

示する。 

・文字を丁寧に書くことを意

識させるために，時折教員が

筆順を数える。 

・一日の流れや学習の流れの

提示は，見通しが持てて安心

して取り組めている。〇 

・筆順を言っている時はゆっ

くりと書くがまだ定着して

いない。▲ 

・一日の流れや学習の流れの

提示は，見通しが持てて安心

して取り組めている。〇 

・鉛筆の持ち方を確認すると

字が丁寧になることが分か

り,声掛けを始めた。〇 

・行事等がない時には一日

の予定のみで安心して過ご

せるようになった。〇 

・鉛筆を正しく持つことが

できず，なかなか字を丁寧

に書くことが難しい。 

機器等 

補助用具 

・姿勢保持力を付けるために

バランスボールを活用する。 

 

・あまりバランスボールを活

用できなかった。▲ 

 

・体育の時間にも活用し,姿

勢保持力を育成できた。〇 

 

・放課後などに使用してき

たことで姿勢保持力が付い

てきている。〇 

カリキ

ュラム

の修正

と教育

的措置 

・算数では，３～４学年の内

容を含めて学習を進める。 

・友達との距離を取りながら

話したり相手の話を聞いた

りする場を様々な場面で取

り入れる。 

・年間を通して手先を使う作

業的な学習を取り入れる。 

・割り算や掛け算で３，４学

年の内容を確認しながら学

習を進めた結果，小数の掛け

算や割り算ができるように

なった。〇 

・友達との距離を取れるよう

になってきたが，一方的な会

話が多い。▲ 

・折り紙やハサミを使用した

学習を取り入れているが，ま

だ手先を使うのは苦手であ

る。▲ 

・分数の学習を３学年の内容

から行う。分数の意味や同分

母の加減法ができるように

なってきた。〇 

・自立活動と児童会行事をタ

イアップさせてコミュニケ

ーションスキルを高めるこ

とができた。〇 

・毎月の壁飾り等の作業的な

活動を行ってきたが,まだま

だ手先の不器用さは残って

いる。▲ 

・５学年の多角形，円と円

周，分数の乗法・除法は６

年生時に行う。 

・放送委員会に所属し，聞

き取りやすいアナウンスを

心掛けることができるよう

になった。〇 

・下学年の特定の児童に「頭

をなでて」と甘える姿が見

られる。▲ 

・自分の似顔絵などを友達

の絵を参考に描くことが出

来るようになってきてい

る。〇 

関連する合理的配慮の観点 ①－１－１ ①－１－２ ①－２－１ ①－２－３ ②－１ ③－２ 

共に学

ぶ場面

の設定 

・社会，理科，体育，家庭科，

総合的な学習の時間，外国語

活動を交流学級で学習する。 

・学級内での学習の中で友達

と意見交流を行ったり休み

時間等に一緒に遊ぶ機会を

設けたりする。 

・交流学級の友達との交流が

見られ，たくさんの友達の名

前が本児から聞かれるよう

になってきている。〇 

・学級内の友達と関わる時間

が少しずつ長くなってきて

いる。〇 

・宿泊体験活動が終了後，特

別支援学級の教室に,５学年

の児童が顔を見せることがあ

り,５学年の児童たちとの交

流に深まりを感じる。〇 

・学級内の友達との関係が良

くなり，自分の考えを話す機

会が増えた。〇 

・外国語活動に意欲的に参

加する姿が見られるが，気

持ちが昂ぶってしまうこと

があるので，落ち着いて学

習に臨めるように支援して

いる。▲ 

・交流学級の中で本児の真

似が見られるようになって

いるので，担任と確認して

きた。▲ 

・学級内だけでなく，交流

学級の友達に会話する（一

方的な質問や話）姿が見ら

れるようになってきた。〇 

 

 



【岩沼南小】資料① Ｈ２８・２９取組の詳細（○さんの合理的配慮とその評価） 

● ○さんの合理的配慮とその評価(□年生時) ※前ページの次年度分 

幼・小・中・高 （   ）年（    ）学級 

                      氏 名  （     ） 

合理的配慮 評価１（７月） 評価２（１２月） 評価３（２月） 

人 的 

支 援 

・副担任，支援員は本人が不

安定な時や本人に依頼があ

った時だけ補助する。 

・年 3回の東北福祉大学の教

授や県特別支援教育室の指

導主事から授業等に関する

助言を受ける。 

・校内を自由に歩く姿が見ら

れる。〇 

・下校時の担任等の付き添い

は，本児の申し出がある時だ

けにしている。〇 

・交流学級で学習する場合の

本児の実態に合った学習課

題の設定の仕方を学んだ。▲ 

・下校時の担任等の付き添い

の申し出が少なくなってい

る。〇 

・本児が困っている時は自分

から支援を求めるようにな

ってきている。〇 

・交流学級で学習する場合の

本児の実態に即した学習や

ねらい，合理的配慮を形成し

ていくことが必要である。▲ 

 

物理的

支 援 

・本児の不安を和らげるため

に下駄箱とロッカーをあお

ば学級と交流学級に設定す

る。 

・小集団で集中して学習でき

る場やクールダウンの場と

して隣の教室をフリースペ

ースとして活用する。 

・本児の心の揺れはある時も

交流学級の下駄箱，特別支援

学級のロッカーを使用する

ことが定着化されている。〇 

・６年生３名での国語の学習

をフリースペースで行った。

集中して学習を進めること

ができた。〇 

・本児の心の揺れはある時も

交流学級の下駄箱，特別支援

学級のロッカーを使用する

ことが定着化されている。〇 

・小集団の学習の場として活

用しつつ，学級全体で学習し

ても混乱せずに学習できる

ようになった。〇 

 

教 示 

方 法 

・一日の予定や交流学級での

学習では，その時間の流れを

ホワイトボード等に提示す

る。 

・交流学習時に一人で考える

ことができるようにワーク

シート等には漢字に振り仮

名を付ける。 

・文字を丁寧に書くことを意

識させるために，時折教員が

鉛筆の持ち方を確認する。 

・特別支援学級での学習で

は，学習の流れがなくても落

ち着いて学習できるように

なっている。〇 

・教師用の予定表を勝手に見

てしまうので見ないことを

確認している。▲ 

・交流学級の学習では，学習

の流れがあると落ち着いて

参加できる。〇 

・漢字に振り仮名が付いてい

ると，学習を進められる。〇 

・鉛筆の持ち方を確認するこ

とを継続中である。▲ 

・交流学級の学習では，学習

の流れがあると落ち着いて

参加できる。〇 

・教師用の予定表を見ないこ

とを継続して確認している。

▲ 

・読めると思われる漢字には

振り仮名を付けないように

したところ，読めない時には

「分かりません」と支援を求

めることができた。〇 

・鉛筆の持ち方を確認するこ

とを継続中である。▲ 

 

 

機器等 
補助用具 

・姿勢保持力を付けるために

バランスボールを活用する。 

 

・姿勢保持力が付いてきたも

のの，あまりバランスボール

を活用できなかった。▲ 

・姿勢保持力が付いてきたも

のの，あまりバランスボール

を活用できなかった。▲ 

 

カリキ

ュラム

の修正

と教育

的措置 

・算数では，５学年の内容を

含めて学習を進める。 

・友達との距離を取りながら

話したり相手の話を聞いた

りする場を様々な場面で取

り入れる。 

・年間を通して手先を使う作

業的な学習を取り入れる。 

・割り算や掛け算で５学年の

内容を確認しながら学習を

進めた結果，分数の掛け算や

割り算ができるようになっ

た。〇 

・友達との距離を取れるよう

になってきたが，甘えたい時

や不安な時に気に入った友

達との距離を縮める時があ

る。▲ 

・手先を使うのは苦手なもの

の，ハサミを意欲的に使用す

る姿が見られる。〇 

・立体の体積では，体積の概

念や底面積の求め方が定着

できなかったため，実物を使

用したり公式を確認したり

しながら学習を進めた。▲ 

・自立活動と児童会行事をタ

イアップさせてコミュニケ

ーションスキルを高めるこ

とができた。〇 

・毎月の壁飾りでは，自分の

似顔絵をスラスラと描くこ

とができるようになってい

る。〇 

 

関連する合理的配慮の観点 ①－１－１ ①－１－２ ①－２－１ ①－２－３ ②－１ ③－２ 

共に学

ぶ場面

の設定 

・社会，理科，体育，家庭科，

総合的な学習の時間，外国語

活動を交流学級で学習する。 

・交流学級での学習の中で，

「話し合う時の約束」を設定

し，友達と話し合う場を設け

る。 

・修学旅行以降，交流学級の

友達の名前が本児から聞か

れるようになってきている。

〇 

・交流学級でのグループの話

し合い時に本児の意見を聞

く場があり，意見を聞いても

らえることを喜んでいた。〇 

・外国語活動では，楽しくコ

ミュニケーションを図りなが

ら学習することができた。〇 

・理科で実験方法の話し合い

の中で，自分の考えを話し，

グループ代表として考えを発

表することができた。〇 

 

 


